
平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月 １ ８ 日

長 野 県 上 田 市

千曲川リバーサイド地区（第Ⅱ期）都市再生整備計画

社会資本総合整備計画（第４回変更）



平成 29 年 12 月 18 日

1 千曲川リバーサイド地区(第Ⅱ期)都市再生整備計画
平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 上田市

台風や豪雨等により発生した地区内5年間の床上・床下浸水の家屋数を、32棟/5年（H19～H23）から、10棟/5年（H25～H29）へ減少
地区内の関係自治会の世帯数を、11,774世帯（H23末）から、11,980世帯（H29末）へ増加
地区内の交通事故件数を、458件/5年（H23末）から、405件/5年（H29末）へ減少
鉄道輸送障害（運休含）の件数を、10件/5年（H23末）から、5件/5年（H29末）へ減少

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 上田市 直接 582.0 1.6

合計 582.0

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29 策定状況

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

　本市では、企業の撤退により生じた上田駅近くの約19haの広大な工場跡地を含めた土地区画整理事業が平成19年度から実施され、平成21年度に完成した。その後、平成23年4月に大型商業施設が開店し、また100戸を越える住宅団地も造成された
ことから、多くの買い物客や従業員、また定住人口も増加し、工場当時と比べ人の流れも大きく変化した。さらに、上田城跡公園内にある老朽化した市民会館の代替機能として、文化・交流施設が平成26年秋の開館を目指し現在建設中であり、隣
接して上田警察署が移転新築され、平成24年度末の開署を予定している。
　地区内の道路等は、基盤整備により安全性や利便性が向上したものの、当地区へのアクセスは東側を走る（主）長野上田線に負うところが大きく、平日の夕方や休日等には上田駅や上田橋付近において渋滞を引き起こしている。また、平成22年8
月には、当地区内の西側を流れる一級河川矢出沢川流域において豪雨災害が発生し、多くの床上・床下等の浸水被害が発生した。
　このため、安全で安心して暮らせるまちづくりの推進を図るため、水害や地震等、災害への備えの強化と減災対策を実施し、併せて歩行者・鉄道・自動車等の総合交通ネットワークの充実による安全性・安定性・利便性・回遊性の確保及び向上
を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（H29末）

台風や豪雨等により発生した地区内5年間の床上・床下浸水の家屋数を調査する。
32棟/5年 10棟/5年

（H23）

地区内の関係自治会（または大字）の世帯数を調査する。
11,774世帯 11,980世帯

（H23）

地区内における人身及び自動車事故等の発生件数を調査する。
458件/5年 405件/5年

（H23）

上田電鉄別所線の5年間の踏切障害や輸送障害による運休を含めた輸送障害（30分以上の遅延）の件数を調査する。
10件/5年 5件/5年

（H23）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
582百万円 Ａ 582百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円

効果促進事業費の割合
6.2％

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

上田市 千曲川リバーサイド地区(第Ⅱ期)都市再生整備計画 上田市

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）
費用便益比

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

不用額
（h = c+d-e-f）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

うち未契約繰越額
（g）

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

翌年度繰越額
（f）

27.3 13.3 57.6 6.2 20.0

支払済額
（e）

32.5 30.6 47.2 86.6 14.1

前年度からの繰越額
（d）

0.0 27.3 13.3 57.6 6.2

交付額
（c=a+b）

59.8 16.6 91.5 35.2 27.9

計画別流用
増△減額
（b）

△ 54.5

H29

配分額
（a）

114.3 16.6 91.5 35.2 27.9

H25 H26 H27 H28



社会資本総合整備計画

計画の名称 1 千曲川リバーサイド地区(第Ⅱ期)都市再生整備計画

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 上田市交付対象

N 

県工科短

自然運動

上田城跡公

信州大学 

大学前
上田女子

下之郷

塩田町

八木沢

舞田

別所温泉

中野

中塩田

神畑駅 

寺下

上田原

赤坂上 三好
城下

長野大

上田

都市再生整備計画の区域 

地区名 

面  積 

千曲川リバーサイド地区(第Ⅱ期) 

５５８  ha 

ち く ま が わ り ば ー さ い ど ち く 

上田市

上田合同

国道18

国道18号

国道144

上信越自動

国道141国道143
（主）上田丸

（主）長野上

（主）小諸上

上田電鉄別所

長野新幹

しなの鉄道 

1-A-1 千曲川リバーサイド地区(第Ⅱ期)都市再生整備計画 
(A=558ha) 



(参考）年次計画

（事業費：百万円）

基幹事業

交付対象 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

事業費

上田市 582.0 68.1 97.6 222.3 76.4 117.6

0.0

0.0

0.0

0.0

計 582.0 68.1 97.6 222.3 76.4 117.6

効果促進事業

交付対象 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

事業費

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

582.0 68.1 97.6 222.3 76.4 117.6

11.7% 28.5% 66.7% 79.8% 100.0%

合計

累計進捗率　（％）

事業名 事業箇所名 事業主体

事業名 事業箇所名 事業主体

都市再生整備計画事業 千曲川リバーサイド地区（第Ⅱ期）
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